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英語Ⅱ 英語B

[講義]　第1学年　後期　選択　1単位

《担当者名》鎌田　禎子（看護福祉学部）　sach@hoku-iryo-u.ac.jp

【概　要】

 親しみやすい教材から日常よく使われる英語表現を学び、自ら英語で発信する能力を身につける。基礎的な文法事項を整理して

リーディング・ライティング技能の定着を図るとともに、随時リスニングやスピーキングの練習を行っていく予定である。

【学修目標】

これまで学習してきた英語の基礎知識を踏まえ、語彙力、表現力などを伸ばす。漫画教材の短いシチュエーションから日常的な

さまざまな英語表現に触れ、繰り返し練習することで、無理なく使いこなせるようにする。文法事項については前期の教材とも

関連づけ、より着実に理解する。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

1 Introduction 授業方法、 評価方法の説明等 鎌田　禎子

2 Unit 1

前置詞なんかこわくない(1)

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

3 Unit 2

前置詞なんかこわくない(2)

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

4 Unit 3

動詞のかたち(1)

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

5 Unit 4

動詞のかたち(2)

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

6 Unit 5

便利な動詞get

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

7 Unit 6

完了形を使いこなす（1）

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

8 Unit 6

完了形を使いこなす（2）

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

9 Unit 7

文型を意識する

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

10 Unit 8

仮定法を使いこなす（1）

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

11 Unit 9

仮定法を使いこなす（2)

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

12 Unit 10

カタカナ英語にご用心

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

13 Unit 11

なじんでおきたい日常の語彙

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

14 Unit 12

英作文で総まとめ（1）

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

15 Unit 12

英作文で総まとめ（2）

文法基本事項の確認・定着/

リーディング・リスニング演習

鎌田　禎子

【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学環、学校の授業実施方針による

【アクティブ・ラーニング】

導入している

【評価方法】
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平常点　40％（小テスト・課題など）　定期試験(筆記試験） 60％　

小テストは随時返却し、質問に応じる。

【教科書】

泉志奈子, 井上彰　Let's Study English with Prof. Snoopy!（英宝社）

【学修の準備】

予習としては、次回の授業範囲のテクストを学習し、用語の意味等を理解しておくこと（40分）。

教科書、プリント、ノート等を活用して学習内容を復習し、理解を深めること（40分）。

【ディプロマポリシー（学位授与方針）との関連】

DP4.プログラミング言語を世界の共通言語として捉えるとともに、多様な文化と価値観を尊重し、データサイエンティストとし

て地域及び国際社会に貢献できる能力を身につけている。


